
Ⅲ 現況と課題
1 ２市 1 町の現況
2 市 1 町の現況について、 4頁の「まちづくりにおいて検討すべき視点」から、関連するデー
タを収集・整理しました。

⑴ 交通…【複雑・低頻度のバス運行、高い自動車利用率】
① 路線バス等の運行状況
・主要な駅や施設を結ぶ長距離の公共交通として路線バス、これを補完し各市の主な拠点等
を結ぶコミュニティバスによってバスネットワークが形成されています。
・現状は、ルートが多様で複雑、運行距離・所要時間・運行間隔が長い、定時性が確保され
にくいなど、利便性に課題があります。

・開業区間のモノレール及び一部の路線バスの運行間隔は概ね10分以内であるのに対し、多
くのバス路線の運行間隔は概ね15～30分、長いものでは概ね60分となっています。

図：モノレール・バスの運行間隔

出典：各時刻表を基に作成
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② 交通分担率
・通勤における交通分担率は、多摩部や東京都の平均と比較して、鉄道利用率が低く、自動
車利用率が高くなっています。

③ 通勤・通学時間
・通勤時間は多摩部の平均とほぼ同じですが、通学時間は10分～45分多くかかっています。

④ 高齢運転者事故と免許返納数の推移（東京都全域）
・都内での事故全体に占める高齢運転者による事故の割合は年々増加しています。
・高齢者の申請による運転免許の返納数は、平成26年以降大きく増加しています。

図：交通分担率（通勤）の比較

出典：平成20年東京都市圏PT調査
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図：通勤・通学時間の比較

※通勤・通学時間は鉄道定期券利用者の平均所要時間（片道）
出典：大都市交通センサス（平成27年）
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図：高齢運転者事故と運転免許返納数の推移

出典：警察庁 運転免許統計（平成17年～平成29年）※ 1 当：第一当事者（事故における過失が最も重い者）

高齢運転者（65歳以上）事故の推移 申請による運転免許返納数の推移
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⑵ 人口動向…【人口微減、高齢化率上昇】
・ 2市 1町合計の人口は今後10年程度横ばいで推移し、その後、少しずつ減少すると予測さ
れています。
・今後約30年間で 2市 1町合計の高齢化率は、約10ポイント増加すると予測されています。

⑶ 生活圏…【区部・立川市への通勤・通学が多い】
・通勤・通学先は、 2市 1町内の他では区部や立川市が多くなっています。
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図： 2市 1町の主な通勤・通学先（ 2市 1町内及び上位 ₅区市）

出典：国勢調査（平成27年）
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⑷ 立地…【中核拠点のある立川市に隣接、周辺部の基盤は充実】
・東京駅から約30～40kmの距離
（大宮駅や横浜駅（都心へ約30
分）とほぼ同じ）に位置します。
・中核拠点のある立川市に隣接し
ています。
・鉄道ネットワーク及び圏央道を
はじめとする高速道路ネット
ワークなど周辺部の基盤は一定
程度整っています。
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図：都心や立川市との位置関係
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生活拠点
交通結節点などにおける商業、福祉、文化、教育などの生活機能などの
集積により、幅広いサービスを提供できる広域的な中心性を備えた拠点

生活中心地
特徴ある商店街やコミュニティインフラ（道路、公園、集会施設、子育て
支援施設、高齢者介護施設、教育文化施設など）の整った、身近な地域に
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生活拠点
交通結節点などにおける商業、福祉、文化、教育などの生活機能などの
集積により、幅広いサービスを提供できる広域的な中心性を備えた拠点

生活中心地

※中核拠点等は「都市づくりの進展状況に応じて適宜位置付け、育成していく」とされている。
　中核拠点等の大きさはイメージであり範囲を示すものではない。

出典：多摩部19都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成26年12月）
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⑸ 土地利用…【低未利用地の存在、指定容積率が低い】
・沿線の土地利用については、住宅系や農地系の土地利用が多く、また、大規模商業施設が
複数立地しています。
・新青梅街道沿道を中心に低未利用地があり、指定容積率が低く、土地の高度利用の余地が
あると言えます。

図：土地利用の現況

出典：東京都土地利用現況調査（平成24年）
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⑹ 公共施設…【施設の点在と老朽化】
・ 2市 1町には地区会館や図書館、小・中学校などの公共施設が点在しています。
・これらの公共施設については、建築から30年以上経過したものの割合が全体の約74％を占
めており、今後の維持管理費用の増大や再編が課題とされています。

図：公共施設の位置
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※ 2 市 1 町合計の延床面積
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⑺ 自然環境・農業…【公園・緑地が豊富、農地の減少】
① 公園・緑地の分布
・沿線には狭山丘陵をはじめとした公園や緑地が豊富にあり、都内でも自然環境に恵まれた
地域となっています。

② 農地の推移
・農地については、各市町域に広く分布していますが、面積は年々減少しています。
・農地の減少とともに、営農者も減少しています。

図：農地・公園・緑地の分布 農地

狭山丘陵
羽村市 東大和市

武蔵村山市

福生市

立川市

瑞穂町

西武球場前

桜街道

玉川上水

上北台

箱根ケ崎

農地（生産緑地）

農地（生産緑地以外）

公園・緑地（未整備含む）

凡例

0 1 20.5
km

出典：東京都都市計画基礎調査（平成26年）/東京都土地利用現況調査（平成24年）
各市生産緑地関係資料

図：農地面積と営農者数の推移

出典：東京都統計年鑑（平成 4年～平成28年）/各市生産緑地関係資料※瑞穂町は生産緑地の指定なし

東大和市・農地（生産緑地以外） 東大和市・農地（生産緑地）
武蔵村山市・農地（生産緑地以外） 武蔵村山市・農地（生産緑地）
瑞穂町・農地

0
Ｈ 4 Ｈ 9 Ｈ14 Ｈ19 Ｈ24 Ｈ28

200

400

600

800
（ha）

年々減少年々減少

58.558.5 42.642.6
62.362.3 59.359.3

152.4152.4
121.6121.6 106.2106.2

86.886.8 78.278.2

109.5109.5
110.8110.8

105.7105.7
105.8105.8 100.9100.9

315.4315.4
296.6296.6

283.4283.4
272.5272.5 268.5268.5

698.1698.1
630.9630.9

581.2581.2
538.7538.7 514.2514.2

53.853.8 52.352.3 47.747.732.132.1 21.321.3 18.918.9

94.594.5

257.3257.3

482.0482.0

45.745.7
69.469.4

15.115.1

農地面積の推移 営農者数の推移

241241 178178 168168 143143 149149

391391
341341 300300 279279 253253

446446

383383
290290

252252
200200

1,0781,078

902902

758758
674674

602602

0

200

400

600

800

1,000

1,200

Ｈ 7 H12 H17 H22 H27

（人）

東大和市 武蔵村山市 瑞穂町

年々減少年々減少

11



⑻ 商業…【商業系用途地域の割合が低い、集客力のある大規模商業施設が立地】
・総面積に占める近隣商業地域・商業地域の割合は多摩部平均と比較して低くなっています。
・一方、店舗面積の広い大規模商業施設が立地しています。

⑼ 地価・住宅…【地価が比較的低く、一定の新築需要あり】
・地価は立川駅から同程度の距離にある他の市と比較して低くなっています。
・住宅着工件数は年間1,000件程度で推移しています。

図：路線価の比較と住宅着工件数の推移

※市役所・町役場に隣接する道路の路線価を参照
出典：一般財団法人 資産評価システム研究センター

固定資産税路線価等（平成30年）

出典：各市町固定資産概要調書

図：近隣商業地域・商業地域の割合の比較と都内のショッピングセンター面積順位

左出典：東京都土地利用現況調査（平成24年）
右出典：一般社団法人 日本ショッピングセンター協会 全国都道府県別SC一覧（平成29年）
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⑽ 交流・観光…【交流を促す観光資源やイベントが存在】
① ホール・公園
・ホールの稼働率（開館日に占める大ホールの利用日）は、東大和市駅近くの東大和市のハ
ミングホールが64％である一方、武蔵村山市のさくらホール、瑞穂町のスカイホールでは、
50％を下回っています。
・野山北・六道山公園は都立最大の都市公園（平成29年度末の開園面積：約200ha）で、自然
の素晴らしさや里山の生活を体験できる魅力的な公園であり、モノレール延伸により、よ
り多くの来園者が期待される観光資源です。

② イベント・集客施設等
・沿線には魅力的で多くの人を集めるイベント・施設が数多くあります。

イベント
うまかんべぇ～祭（東大和市）

地域社会を元気にすることを目的に開
催、「うまかんべぇ～」とは「美味しい
からどうぞ召し上がれ」という意味。
（来場者約 8 万 2 千人：平成30年度）

村山デエダラまつり（武蔵村山市）
地域の活性化と観光の振興を図るこ
とを目的に開催、まつりの名前は
「デエダラボッチ（大多羅法師）」の
巨人伝説にちなんだもの。（来場者約
7 万人：平成30年度）

瑞穂町産業まつり（瑞穂町）
テーマは「～活力とにぎわいのある
まちをめざして～」、町民相互の融和
を図り、心のふれあう町づくりをめ
ざすと共に、町内の産業振興を図る
ことを目的に開催。（来場者約 2 万 7
千人：平成30年度）

集客施設等
東大和市立郷土博物館（東大和市）

メインテーマは「狭山丘陵とくら
し」、郷土の歴史、民俗、自然に関す
る事業を展開、プラネタリウムも備
え、天文に関する話題も提供。（来場
者約 5 万人：平成29年度）

村山温泉「かたくりの湯」（武蔵村山市）

地下1,500mより汲み上げた天然温泉
の入浴施設、平成30年 3 月リニュー
アルオープン。和風・洋風風呂や
プール、レストラン、リラクゼー
ションなどを備える。（来場者約19万
人：平成28年度）

瑞穂町郷土資料館「けやき館」（瑞穂町）

平成26年11月に開館、瑞穂町の歴史や
文化、自然について、楽しく学ぶこと
ができ、水・緑と観光を繋ぐ回廊計画
「きらめき回廊」の拠点として、観光
等の情報を発信する新たな資料館。
（来場者約 4 万人：平成29年度）

都立野山北・六道山公園

※各施設の大ホールを対象
出典：平成29年度各市町決算関係資料

図：ホール稼働率

稼働率が５割以下稼働率が５割以下
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出典：各公園統計資料
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２ 現況データの整理・課題設定
現況データから問題点と地域が持つポテンシャルを整理するとともに、これらを踏まえ、取り
組むべき課題を設定します。

交通利便性の向上 良好な住環境の形成 活発な交流の実現

主な現況データの項目 主な現況データの項目 主な現況データの項目

①・② ③・④・⑤・⑥・⑦・⑨ ④・⑤・⑦・⑧・⑩
高齢者や来訪者など、誰もが
便利で快適に移動できる環境

低未利用地の活用や緑豊富な
住みやすい環境の保全

企業立地や観光資源の活用に
よる沿線の交流促進

取り組むべき 3つの課題

項 目 問題点（●）とポテンシャル（○）

① 交 通
●バスルートが多様で複雑
●バスの運行間隔が長い、定時性が確保されにくい
●自動車の利用率が高い

② 人口動向 ●今後30年で人口が微減し、高齢化率が上昇する予測

③ 生 活 圏 ○区部や立川市への通勤・通学が多い

④ 立 地
○東京駅から約30～40km圏内に位置している
○中核拠点のある立川市に隣接している
○周辺部の道路ネットワーク・鉄道網が一定程度整備されている

⑤ 土地利用 ○土地の高度利用の余地がある

⑥ 公共施設 ●公共施設の老朽化及び維持管理・再編が今後課題となる

⑦ 自然環境
農 業

○狭山丘陵等の公園・緑地が豊富である
●農地・営農者が減少している

⑧ 商 業 ●商業系用途地域の割合が低い
○大規模商業施設が立地している

⑨ 地 価
住 宅

○地価が比較的低い
○一定の新築需要あり

⑩ 交 流
観 光

●延伸区間のホールの稼働率が低い
○集客力の高いイベント・施設がある
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